
 
 
 
１ 事業概要 

(1)事 業 名 地方道路整備事業 (2)名 称 一般国道３５４号 古河境バイパス 
(3)事業主体 茨城県 (4)箇 所 名 古河市高野地内～境町猿山地内 
(5)採択年度 平成２９年度 (6)完成予定年度 令和９年度 
(7)事業目的 ・新４号国道及び圏央道へのアクセスに優れ、産業用地開発が進められていることを踏まえ、企業立地の

促進や経済活動を支える。 

・新４号国道と東西方向を結ぶ幹線道路ネットワークを強化する。 

・境古河ICへのアクセス性の向上を図る。 

(8)事業内容 ・事業延長 L=3,200m 
・計画幅員W=25.0m（４車線） 
・用地買収、道路改良工事、舗装工事、橋梁工事 

 

２ 再評価の理由 

(1)再評価の理由 再評価 (2)当初完成予定 令和９年度 
(3)未着工・事業が長期

間要している理由 

－ 

(4)前回指摘事項に対す

る対応状況 

(再々評価の場合) 

委員会の意見 対応状況 

－ － 

 

３ 事業計画の変更 

(1)完成年度の変更 － 

【理由】－ 

(2)事業内容の変更 【理由】－ 

(3)事業費の変更 － 

【理由】－ 

 

４ 進捗状況と今後の見通し 

(1)事業進捗状況 全 体 前年度 前年度まで 進捗率 

事業量(ｍ) ３，２００ ０ ０ ０％ 

事 

業 

費 

工 事 費 ４，９５０ １９５ ７６５ １５．５％ 

用地買収補償費 ２，０５０ ２２９ ２３１ １１．３％ 

計(百万円) ７，０００ ４２４ ９９６ １４．２％ 

(2)関連事業の進捗状況 ・圏央道境古河IC(H27.3.29開通) 

・圏央道境４車線化(R7～R8年度予定) 

・国道３５４号境岩井バイパス(L=1.74km、R2.7供用済) 

(3)今後の見通し 工 事 用 地 等 

埋蔵文化財包蔵地及び終点台地部等用地買収 
が完了した箇所から工事を推進する。 

工事着手に向けて、用地取得を進める。 

 

 
整理番号 ６ 

担当部局 土木部道路建設課 

５ 評価内容 

(1)事業の必要性 古河市及び境町は、新４号国道及び圏央道の沿線であり、首都圏とのアクセス性が高く、工場立地が活

発な本県の中で、特に立地が多い状況である。また、当該地域への大型物流施設の立地も進んでいるとと

もに境古河ＩＣ周辺において産業用地の開発が進められており、今後も多くの交通需要が見込まれる。企

業立地の促進や地域の経済活動を支えるため、新４号国道の６車線化に合わせ、新４号国道と東西方向を

結ぶ幹線道路ネットワークの強化、境古河ＩＣへのアクセス性向上を図る道路として整備が必要である。 
社会情勢等の変化

に関する指標１ 

計画時の 

状  況 

現時点での 

状  況 

社会情勢等の変化

に関する指標２ 

計画時の 

状  況 

現時点での 

状  況 

国道３５４号 

24時間交通量 

（坂東市寺久） 

10,653台/日 

(H22センサス) 

11,119台/日 

(H27センサス) 
   

(2)事業の有効性 本事業の実施により、下表のとおり通過時間が約２分短縮されるとともに現道の交通量が約９%減少する

ことが予想されることから、本事業は利便性の向上に有効である 
効 果 予 測 に 

関する指標１ 

事業なし 事業あり 効 果 予 測 に 

関する指標２ 

事業なし 事業あり 

古河市高野～境町伏

木(約9.5km) 

の通過時間 

16分 14分    

効果算定要因に  

関する指標１  

事業なし 事業あり 効果算定要因に  

関する指標２  

事業なし 事業あり 

計画道路将来 

交通量(R22) 
 

12,400 

台/日 

現道将来交通量 

(R22) 

14,900 

台/日 

13,500 

台/日 

(3)事業の効率性 ア）主な効果（Ｂ） 

 ① 当該路線の整備により，古河市高野～境町伏木までの約9.5km 区間及び周辺道路において，走行時

間の短縮（約１７，８３０百万円），走行経費の減少（約３，３９０百万円），交通事故の減少（約６

００百万円）が図られる。 （合計 約２１，８２０百万円） 

② 新４号国道や圏央道とのアクセスが向上し、企業立地の促進などによる地域活性化が期待される。 

 ③ 一般国道３５４号 古河境バイパスの周辺地域の交通量が減少し、沿道環境が改善される。 

 

イ）主な費用（Ｃ） 

 ①事 業 費  ５，９１０百万円 

 ②維持管理費    ２９０百万円 

    計     ６，２００百万円 

 

主な効果のうち貨幣化が可能なア、イについて事業の効率性を分析した結果は以下のとおりである。 

  参考となる指標  Ｂ／Ｃ＝３．５ 
(4)地元の意向 国道３５４号古河境バイパス整備促進協議会（会長：境町長、関係市町村：古河市）からの早期整備要望

がある 

(5)コスト縮減や

代替案立案の

可能性 

土工における土量の過不足について、近傍で実施している他事業と工事間流用を調整することにより、コ

スト縮減を図る。 

 

６ 対応方針               ７ 再評価委員会の意見        ８ 委員会の意見を踏まえた対応 

古河市－境町区間における円滑な交通の

確保及び圏央道へのアクセス機能を強化

するため、早期の暫定二車線供用を図る。 

 継続することが妥当である。  委員会の指摘を踏まえ、現計画に沿

って早期完成を目指し、事業を進め

る。 

再  評  価  調  書 



９  位 置 図  

 

 

 

坂 東 市  

H 2 7 セ ン サ ス  

国 道 3 5 4 号  

2 4 時 間 交 通 量  

1 1 , 1 1 9 台 / 日  

境 町 役 場  

五 霞 町  

五 霞 町 役 場  

H 2 7 セ ン サ ス  

国 道 3 5 4 号  

2 4 時 間 交 通 量  

1 3 , 2 9 2 台 / 日  

境 町  

古 河 市  
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国 道 3 5 4 号 古 河 境 バ イ パ ス  

L = 3 , 2 0 0 m  


